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小学校低学年における「話合い活動」の実践研究

1. 問題と目的

　学校における児童は，授業の様々な場面においてペアやグ
ループ及びクラス全体で学習課題について話合っている。言
葉による話合いは，人と人を結びつけ，共同の目的に向かっ
て協力し合う共同行為を可能にする1）。つまり，授業中にお
ける児童同士の話合いは，学習課題を解決するという目的に
向かって協力し合う言葉を用いた共同行為であると考えられ
る。言葉を用いた共同行為としての「話合い活動」について
は，2020年４月から全面実施されている学習指導要領2）にお
いて，「主体的・対話的で深い学び」の実現が目指され，児
童が主体的に話合うことを通して自分の考えや見方を広げ深
め，共同行為を行う中でペアやグループ及びクラス全体の考
えを発展させる力の育成が求められている。また，「話合い
活動」は，これからの知識基盤社会を生き抜く児童にとって，
「共に学び合う力」3）の育成につながる重要な機会となると考
えられる。森4）によれば，「共に学び合う力」の育成には，
今後児童が遭遇する課題のほとんどが複数の人間が力を合わ
せて取り組むことにより解決できる問題であるため，「共に
学び合う学習者」になるためのコミュニケーション力が重要
であるとされている。「共に学び合う学習者」になるための
コミュニケーション力は，自分と違う考えや価値観を持って

いる他者と良好な関係を形成し，集団活動を行う「特別活
動」5）において，その育成が可能となるのではないだろうか。
　「特別活動」の基盤となる学級活動は，児童が「話合い活動」
を通して合意形成を行い，合意形成に基づいた活動を行うこ
とを重視している6）。山本・若松・若松7）は，継続的な「話
合い活動」における発話機能を分析した結果，児童が「話合
い活動」の回数を重ねることにより，学級集団や友だちのた
めを志向する発言を多く行うようになることを明らかにし
た。また，若松・川原・熊田・鏡原8）によれば，「話合い活動」
における児童は，学級集団や友だちを意識する互恵的な資
質・能力や新たな発想や思考を生み出したり，互いに納得で
きるように折り合いをつける創造的な資質・能力を育んだり
しているとされている。児童は，「話合い活動」において，
互いの立場や考えを理解し，折り合いをつけながら合意形成
を行うことにより，発話効力や他者協調を高め自己実現を促
す9）のである。このように「共に学び合う学習者」である児
童は，「話合い活動」→「合意形成に基づく実践」→「振り
返り」のサイクルを積み重ねることにより，なすことによっ
て学び，よりよい集団生活を実現していくと考えられる。ま
た，このような集団での学びや体験が，親和的でまとまりの
ある学級集団への変容を促すことも指摘されている10）。
　これらのことから，学級活動における「話合い活動」を充
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実させ，合意形成に基づく活動を行うことは，児童の発達と
学びに大きく寄与するものと考えられる。そのため，教員に
は，児童が自分達で合意形成ができるように，発達段階に応
じた関わり及び合意形成に基づいた活動における指導の工夫
が求められている。大久保11）は，「話合い活動」に基づく集
会活動の実践の手立てとして，教員が１年間の見通しを持ち，
学級内だけでなく学年全体を巻き込んだ取組みへと昇格させ
る「しかけ」の必要性について示している。また，阿由葉・
懸川・音山12）は，学級活動における自主的，実践的な態度を
育成するため，ファシリテーション技法を活用した手立てを
行った結果，望ましい人間関係を形成し，児童同士の関わり
が深まるように働くことを明らかにした。「話合い活動」に
おいては，多様な意見が集約されていく際に，誰もが納得し
うる公正さを基盤にするため，「第三者の目から見た公正さ」
を根拠にしながら合意形成を行う手立ての必要性も指摘され
ている13）。また，学級活動における「話合い活動」について
国語科との関連も指摘されており，篠原・花坂14）は，国語科
の「話すこと・聞くこと」の学習と学級活動における「話合
い活動」との横断的・総合的な実践を試み，児童の言語活動
が充実することを実証している。このように「話合い活動」
については，その重要性が理解され，指導の工夫について検
討されている。
　一方，学級活動における「話合い活動」については，積極
的な実践が進められていない現状も報告されている。後藤・
脇田15）は，学級会の指導に関する意識調査から，教員が特別
活動の充実と学級の安定との関連性を理解しつつも，指導方
法が分からない等の理由から積極的な実践を行っていない現
状があることを示している。また，佐藤・西尾16）は，学級活
動の一つである「係活動」について，教員が「係活動」と「当
番活動」の区別を明確に理解しておらず，高学年になっても
創造性や発展性の乏しい活動が継続されている実態を指摘し
ている。学級活動の時間が学校行事のための準備やアンケー
ト調査への回答の時間となる等，本来実施すべき「学級や学
校での生活をよりよくするための課題を見いだし，解決する
ために話し合い，合意形成」する時間になっていない現状も
指摘されている17）。このように，学級活動における「話合い
活動」については，教員にとって学級経営の重要な手段とな
り，言語活動の充実につながる大切な実践となる一方，個々
の担任の裁量に委ねられている18）ため，教員が学級活動の実
践知を持たない実態がある19）と言えよう。
　以上のことから，各教科の学びの基盤を形成し20），「共に
学び合う学習者」21）を育成するためにも，学級活動における
「話合い活動」の取組みをさらに促す必要性があると言える。
また，「話合い活動」初期段階の学級を取り上げ，「話合い活
動」がどのように変容するのか検討することは，今後，学級
活動における「話合い活動」を充実させたいと考える教員に
とって重要な知見となるのではないかと考えられる。先行研

究においては，学級活動の実践知が十分でない若年教員によ
る実践について検討されているものの，学校全体で「話合い
活動」に取り組んでいる学校が対象となっており（例えば若
松・川原・熊田・鏡原22）の研究），児童には「話合い活動」
の経験があると考えられる。一方，「話合い活動」初期段階
の学級における実践を検討した実践研究23）もあるが，この研
究は，１学期の「話合い活動」における児童の意識の変容と，
学級経営の集団作りや人間作りとの関連性を検討しており，
「話合い活動」そのものの変容を検討したものではない。また，
山田24）の研究では，教員主導の「話合い活動」から生徒主体
の「話合い活動」へと舵を切った「話合い活動」初期段階の
中学校の実践から，「話合い活動」に関する生徒の意識の変
容及び「話合い活動」初期に生まれる課題やその指導方法を
明らかにしている。しかし，この研究も，「話合い活動」の
変容そのものを検討したものではない。
　そこで，本研究では，学級活動における「話合い活動」の
取組みを促す一助として「話合い活動」初期段階の学級を取
り上げ，「話合い活動」において重要とされている合意形成
がどのように変容していくのか探索的に検討することを目的
とする。小学校低学年は，児童が現実場面を離れたところで
言葉を用いて自分の考えをクラスで発表したり，相互の交流
を図ったりする発達支援が重要となる時期である25）。そのた
め本研究では，小学校低学年である２年生を調査対象とする。
また，本研究では，合意形成の変容を検討するためシークエ
ンス構造分析の手法を用いる。シークエンス構造分析とは，
山田・清水26）が開発した分析手法であり，実際に行われた「話
合い活動」をデータとし，客観的及び実証的に分析するもの
である。シークエンス構造分析を開発した山田・清水は，こ
の手法を用いて，学級活動における「話合い活動」において
合意形成がいかなるプロセスで成立しているのかを具体的に
示している27）。したがって，シークエンス構造分析の手法は，
本研究の目的に最も合致する技法と考えられた。なお，本研
究における「話合い活動」は，本研究の目的を踏まえ，学級
活動の内容⑴「学級や学校における生活づくりへの参画」と
する。

2. 方法

調査協力者：Ａ小学校28）第２学年１組31名（以下，調査協
力者を児童と記す）。なお，筆者29）は，調査当時Ａ小学校に
在籍し，児童の担任であった。
期間：2020年７月～2021年３月30）。
手続き：児童が司会進行を行った全７回の学級会31）（以下，
第１回～第７回と記す）（表１）における「話合い活動」の
様子をビデオに録画した。「話合い活動」の流れについては，
「出し合う」，「くらべ合う」，「まとめる」という３つの段
階32）で行った。なお，児童は，下学年次に３つの段階を踏ま



表１　学級会の議題及び内容等

実施時期 議題1 提案理由2 話合いの柱3

７/16
第１回

あそびがかりを決め
よう

今もなかよしだけど，（あそびがかりを作って）もっ
となかよしになりたいです。 ①あそびがかりをきめる。

９/18
第２回

2年１組のキャラク
ターを作ろう

（キャラクターを作って）みんなの気もちが１つに
なるたのしい学きゅうにしたいです。 ①キャラクターをきめる。

10/16
第３回

キャラクターの名ま
えを決めよう

キャラクターはきまったけれど，名前がないので
キャラクターをだいじに思えるような名まえをつけ
たいです。

①キャラクターの名まえをきめる。

11/16
第４回 とうそう中をしよう

2年１組は，みんなでなかよくけいどろやドッチ
ボールをしています。もっとなかよくたのしくあそ
びたいので，とうそう中をみんなでしたいです。

①ミッションのないようをきめる。
②たのしくするためのくふうを考える。

12/９
第５回

クリスマス会をしよ
う

ながい２学きをみんなでがんばったから２学きのさ
いごにみんなでたのしくすごしたいです。

①プログラムをきめる。
②たのしくするためのくふうをかんがえる。

１/25
第６回 おまつりをしよう

2年１組はみんななかよくなりました。２年生みん
なとなかよくなりたいので２組，３組をしょうたい
しておまつりをしたいです。

①おみせやさんをきめる。
②なかよくなるためのさくせんをかんがえる。

３/９
第７回

２年１組さいごのお
たのしみ会をしよう

もう少しで２年生もおわりです。てんこうする友だ
ちもいます。そこで，さいごにみんなでたのしい思
い出を作りたいです。

①ミッションのないようをきめる。
②思い出にのこる作せんを考える。

１　議題は，議題ボックスに入っていた議題の中から計画委員が選定した。
２　提案理由は，議題を提案した児童が考えた。
３　 本学級は，「話合い活動」初期段階であるため，第１～３回は，話合いの柱を１本で行った。「話合い活動」に慣れてきたため，第４回
から話合いの柱を２本にした。また，２つ目の柱は，１つ目に話合ったことについてどのような工夫をするのかといった内容であった。

表２　逐語記録例（第１回一部）

分節
番号

発言
番号 時間 発言者 発言内容

1 １ 0:00 Ｍ男 これから第２回学級会を始めます。しせいれい。
２ フロアー はじめましょう。
３ Ｋ子 今回の司会グループの紹介をします。司会のＫ子です。私のめあては，みんなの意見をまとめることです。
４ Ｍ男 副司会のＭ男です。ぼくのめあては，みんなの意見をまとめるです。
５ Ｃ男 ぼくは，黒板書記のＣ男です。ぼくのめあては，黒板に字をきれいに書けれるようにがんばります。
６ Ｉ子 黒板書記のＩ子です。私のめあては，黒板に字をきれいに書くです。
７ Ｏ子 ノート記録のＯ子です。私のめあては，きれいに時間通りノートに書きます。
８ Ｄ子 タイムキーパーのＤ子です。私のめあては，丁寧に時間を計るです。
９ Ｋ子 今日の議題は，遊ぶ係を作ることです。提案者は，Ｅ男さんです。Ｅ男さん，提案した理由を話してく

ださい。
10 Ｅ男 はい。今も仲良しだけど，もっと仲良しになりたいからです。
11 2:00 Ｋ子 Ｅ男さん，ありがとうございました。
12 Ｍ男 今日のめあてを言います。今日のめあては，みんなが意見を一回は言えるようにしようです。みんなで

めあてを読みましょう。
13 フロアー 今も仲良し……。
14 教員 みんなで。
15 フロアー 今も仲良しだけど，もっと仲良しになりたいから……。
16 教員 話合いのめあて　みんなが。
17 フロアー みんなが意見を一回は言えるようにしよう。
18 Ｋ子 話合い１について，先生からお話があります。
19 教員 すごい，ちゃんとこっち向きゆうねえ。さすがＢ子さん，ちゃんとこっち見てくれてありがとう。今日

は，Ｅ男さんがすごいすてきな提案をしてくれました。遊ぶ係を決めよう。係じゃなくて，遊ぶ係。い
いですよね。もっと仲良くなるためにどんなふうにこの係をみんなが決めるのか先生も楽しみにしてい
ます。どんな係ができるでしょうか。また発表してください。

20 フロアー はい。
21 教員 発表してください。
22 フロアー はい。
23 3:20 Ｍ男 今日の話合うことを確かめます。話合い１では，２年１組の遊ぶ係を決めることです。分かりましたか。
24 フロアー はい。
25 教員 返事がいい。Ｉ男さん。
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表３　分節分析表例（第１回一部）

分節
番号

分節を構成する
発言番号（数）

他の分節と
の関連性　 分節の概要 分節のなかで用

いられる論理　 分節の終わり方 分節を特徴づける発言
※「教」は教員による発話

１
１～25
（25）

独立 ・司会グループの紹介
・「今日のめあて」発表
・提案理由の紹介

・定型 完結 10「今も仲良しだけど，もっと
仲良しになりたいからです。」

２

26～64
（39）

１を踏まえ
展開①

話合い１「２年１組の遊
ぶ係を決める」で意見を
出し合う場面その１
・ 「絵を描く係」の必要
性について→残す

※ １人でできる／
みんなでできる
・ 提案者のやりた
いという思いを
尊重

完結 40「絵を描く係は一人でやるこ
となのでいらんと思います。」
58「みんなで絵を描くのがいい
と思います。」

３

65～81
（17）

１を踏まえ
展開②

話合い１「２年１組の遊
ぶ係を決める」で意見を
出し合う場面その２
・ 「おもちゃを片付ける
係」の必要性について
→なくす

・ おもちゃを片付
ける係は遊び係
かどうか
・提案者に確認

完結 68「おもちゃを片付ける係は遊
ぶんじゃなくて，ただ遊んだも
のを片付けるからです。」

４

82～117
（36）

１を踏まえ
展開③

話合い１「２年１組の遊
ぶ係を決める」で意見を
出し合う場面その３
・ 「けん玉係」の必要性
について

※ １人で遊べる／
みんなで遊べる

賛成・反対両方
の意見が出され
たが，結論を見
ず（オープンエ
ンド）

87「けん玉はいらんと思います。
理由は一人で遊べるからです。」
90「けん玉は一人でも遊べるし，
二人でも遊べるから，だから
どっちでもいいと思います。」
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えた「話合い活動」の経験がなかった。
分析方法：「話合い活動」の「逐語記録」を作成し，「逐語記
録」を同じ話題に属する発言のかたまりである分節に区切っ
た（表２）。個人が特定されないように児童の名前は順不同
としアルファベットで記した。次に，各分節について「分節
番号」「分節を構成する発言番号」「他の分節との関連性」「分
節のなかで用いられる論理」「分節の終わり方」等を記した「分
節分析表」を作成した（表３）。最後に，「分節分析表」から
「他の分節との関連性」を手掛かりに，縦軸に「時間の経過」，
横軸に「話合いの展開」を取り，話合いの流れの全体構造を
示す「シークエンス構造図」を作成した。作成されたこれら
「逐語記録」「分節分析表」「シークエンス構造図」について，
合意形成のプロセスに着目し分析を行った。
倫理的配慮：本研究を行う前には，筆者の学会及び論文発表
に関しての調査データの活用についてＡ小学校校長に説明
し，同意を得た。

3. 結果と考察

　「話合い活動」における合意形成のプロセスがどのように
変容していたのか「逐語記録」「分節分析表」「シークエンス
構造図」の順番に分析した結果を示し考察する。なお，紙幅
の都合により，「逐語記録」「分節分析」「シークエンス構造図」
の全データは，別稿において掲載した33）。本稿では，データ
の一部と「逐語記録」の一部事例を提示し考察する。

3.1. 逐語記録の分析

　「逐語記録」では，発言番号を用いることにより各回にお
ける合計発言数及び児童と教員の発言数の割合を比較するこ
とができる。まず，「話合い活動」の合計発言数を比較した

ところ差異が認められた（χ2(7)=56.554, p<.01）。多重比較
（Ryan法, p<.01）の結果，第２回は第１，４，５，６，７回よりも，
第３回は第１，６，７回よりも合計発言数が少ないことが示さ
れた。第２，３回については，葛藤や論争等がほぼない多数
決のような形の「話合い活動」であったことから，合計発言
数が少なかったと考えられる。一方，第１回については，第
２，３回同様に葛藤や論争等がない「話合い活動」であった。
しかし，「話合い活動」を進めるための定型があるものの教
員が話合いをコントロールするための助言及び児童の発言を
促す発言が多かったため，合計発言数が多くなったと考えら
れる。次に，児童の発言数と教員の発言数を比較したところ
有意差が見られた（χ2(6)=36.850, p<.01）。残差分析を行った
結果，第１回（p<.01）は教員の発言が有意に多く，第４回
（p<.01），６回（p<.05）は児童の発言が有意に多かった（表４）。
第１回については，前述したように，初めての「話合い活動」
であったことから，教員が話合いをコントロールするため発
言数が多くなったと言える。第４，６回については，下記の
理由が考えられる。まず，教員の発言数が少なかったのは，
教員が「話合い活動」に慣れてきた児童に司会進行を任せた
ためであると言える。児童は，「話合い活動」を積み重ねる
ことにより話合いの定型に慣れてきて自分たちで話合いを進
めることができるようになっていた。そのため，必然的に教
員の発言数が少なくなったと考えられる。次に，第４，６回
において児童の発言数が多かったのは，児童の発言内容が多
様化してきたためであると言える。例えば，第４回からは，
事例１：自身の葛藤について発言（表５）したり，事例２：他
の児童と論争（表６）したりする発言が出てきていた。また，
事例３：児童自ら人数調整を行う（表７），事例４：似ている
意見を合わせる（表８）等，折り合う発言も出てきていた。
これらのことから，第４，６回における児童の発言数は，発



表４　児童の発言数と教員の発言数

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回
児童の発言数 173▽  97 137 166▲ 161 200▲ 199

教員の発言数  35▲  11  10   2▽  13  10▽  25

合計発言数 208 108 147 168 174 210 224

注　▲は残差分析の結果，期待度数よりも有意に大きいもの，▽は有意に小さいもの。

表５　事例１ 自身の葛藤（第４回）

発言103：ぼくは，ハンターをやりたいと思っていますが，ターザンロープをやったことが無いので，ぼくは無理なのでできません。
発言104：このミッションはできないという意見がありますがどうですか。
発言105：Ａ男さん。
発言106：足が着く人はターザンロープのもっと上に上ったらいいのではないですか。
発言107：Ｈ子さん。
発言108：Ｄ子さんとちょっと似ていて，ターザンロープは競争した時に足が着くからどうしますか。
発言109：そのことについて何かありませんか。
発言110：Ｍ男さん。
発言111： 競争する時に，長いのと短いのがありますが，長いのと短いのは決着がつくのが分かりやすい。短い方はすっとタイヤに着

きますが，長い方はタイヤに着くのが遅いからです。
（略）
発言120：ミッションができないようなので，このミッションはやめてもいいですか。
発言121：（フロアー）はい。

表６　事例２ 他の児童と論争（第４回）

発言122：最後に４番です。最後にハンターを笑わせるのミッションについて意見はありませんか。Ｉ男さん。
発言123：ハンターを笑わせるのは，顔ではできるけど，コロナがあるからどうしようかなと思います。
発言124：そのことについて意見はありませんか。Ｋ子さん。
発言125：コロナがあるので，近付いてこちょばすのは，やめたらいいと思います。
発言126：Ｍ子さん。
発言127：Ｋ子ちゃんの意見に似ていて，こちょばして笑わかすのはダメだと思います。
発言128：こちょばす以外でどのようにして笑わかせますか。Ｅ男さん。
発言129：Ｋ子さんやＭ子さんに付け足して，体を触られたら嫌な人もいるので，それはどうしますか。
発言130：触らないで笑わす方法はありますか。Ｄ子さん。
発言131：変顔をしたらいいと思います。
発言132：Ｍ男さん。
発言133：変顔もいいけど，口からウィルスやバイ菌が飛んだらいかんので，お笑いがいいと思います。

表７　事例３ 児童自ら人数調整（第４回）

発言147：ハンターとミッションは人数が多いですけど，どうしますか。Ｏ子さん。
発言148：ミッションをする人が多いので，逃げる人に代わります。
発言149：ありがとうございます。Ｄ子さん。
発言150：私もＯ子さんと同じで，ミッションをする人が多いので逃げる人になります。
発言151：M子さん。
発言152：最初，逃げる人でした。
発言153：Ｎ子さん。
発言154：ミッションが多いので，逃げる人にします。
発言155：Ｇ男さん。
発言156：ミッションをする人が多いので，逃げる人に代わります。

表８　事例４ 似ている意見を合わせる（第６回）

発言179：Ａ男さん。
発言180：はい。お話をすると誘うを合体したらいいと思います。わけは，お話をすると誘うはどっちも声をかけることだからです。
発言181：Ｇ男さん。
発言182：はい。ぼくは，地図を作って。スタンプラリーの裏に地図を作ったらいいと思います。
発言183：Ｍ男さん。
発言184：はい。名札を作ると名刺を作るを合体して，名札の名刺を作るです。
発言185：Ｊ男さん。
発言186：紙に名前を書くと名札を作るを合体させたらいいと思います。
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話合いの方法についての教員の助言　 //

話合いの展開

数字 文節の番号
記号の意味 前の文節の文脈から踏まえた展開 　//完結 …☆結論

前の文節の文脈から派生的に広がる展開 …▼オープンエンド …　打ち切り

時
間
の
経
過

定型
//

決定
…☆

定型
//

定型
//

定型
//

話合い：遊び係の決定
絵を描く係　 //
おもちゃを片付ける係　 //
けんだま係　 …▼

ドッチボール係　 //
ケイドロ係 //
サッカー係 //

// //

絵を描く係 //
お祭り係　 //

//

//
折り紙係　 //

図１　第１回シークエンス構造図
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言内容が多様化したことにより多くなったと考えられる。

3.2. 分節分析

　後述の「シークエンス構造分析図」においても示されるよ
うに，第１回の「分節の終わり方」では，分節の終わりが完
結していたが，第２回以降は結論を見ないオープンエンドで
終わる分節が積み重なっていた。オープンエンドが積み重な
る話合いは，児童が自分の意見を受け止められたという思い
を持つことができるため合意形成のための耕しとなる34）。本
研究における児童も，オープンエンドを積み重ねることによ
り，自身の思いを受け止められたと捉えることができたと考
えられる。そのため，事例１，２に示されるように，自身の
葛藤や他の児童と論争ができるようになり，「他の分節との
関連性」において派生的な分節が積み重なっていく展開が増
えていたと言える。また，「分節のなかで用いられる理論」
では，後述の「シークエンス構造分析」において述べられて
いるように，第１回から第３回まで自分の考えを中心に発言
した後，賛成意見に基づき多数決のような形で合意形成が行
われるという理論であった。しかし，事例３（表７），４（表８）
に示されるように，児童自ら折り合う理論が出てきていた。
「話合い活動」では，みんなの意見を生かすことができる折
り合いのポイントを探す工夫が必要である35）。事例４（表８）
における児童は，折り合いのポイントとして意見を合わせて
生かす「ミニ丼型」「カツカレー型」の理論を活用したと考
えられる。これらのことから，本研究における児童は，「話
合い活動」を積み重ねることにより，自分中心の意見から少
数意見である他者の意見を大切にする解決方法ができ出した
と言える。そのため，多様な方法で合意形成が行われるよう
になったと考えられる。

3.3. シークエンス構造分析

　第１回「シークエンス構造図」（図１）に例示されるように，
第１回～３回においては，児童の葛藤や折り合いがないまま
多数決のような形で合意形成が行われたため，シークエンス
構造図が単線で流れていた。一方，第４，７回「シークエン
ス構造図」（図２，３）に例示されるように，第４回以降につ
いては，話合いの柱が２本となったということだけでなく，
オープンエンドで終わる分節から派生的な分節や脱線する分
節が生まれていた。児童が話合いの目的を達成するためには，
こだわったり対峙したりすることが重要である36）。本研究に
おける児童は，「話合い活動」を繰り返すことにより，自身
の葛藤を発言したり他の児童と論争したりできるようになっ
てきていた。そのため，「シークエンス構造図」が複線になり，
話合いの構造が多層的になったと考えられる。

4. まとめ

　本研究の目的は，児童が「話合い活動」を積み重ねること
により，合意形成のプロセスがどのように変容するのか探索
的に検討することであった。「逐語記録」「分節分析表」「シー
クエンス構造図」を分析することにより，本研究における「話
合い活動」では，大きく二つの変容が明らかとなった。第一
に「話合い活動」の構造が多層的になったこと，第二に合意
形成が多様な方法で行われるようになったことである。「話
合い活動」における合意形成のプロセスには，少数意見を大
切にしつつ全員が納得できる解決方法を模索することが重要
である37）とされている。本研究における児童は，「話合い活動」
初期において安易な多数決における合意形成を行っていた。
しかし，「話合い活動」を積み重ねることにより，児童が安



話合いの展開

記号の意味 数字 文節の番号
前の文節の文脈から踏まえた展開 　//完結 …☆結論
前の文節の文脈から派生的に広がる展開 …▼オープンエンド …　打ち切り

時
間
の
経
過

定型
// 話合い :

ミッションの内容の決定

確認
//

ミッション「かけ算をいう」…☆
ミッション「ハンターを追いかける」

役割を
決める //

人数調整
…☆

人数決定
の可否 …☆

報告
//

話合い : 役割の決定

定型
//

定型
//

元の議論に戻る …
ルールの確認① …☆
ルールの確認② …▼
ルールの確認③ …☆
ルールの確認④ …☆
ルールの確認⑤ …☆

再確認 …▼

ミッション「ターザンロープで競争」 具体的提案
…▼

実施の可否③
…▼

実施の可否②
…▼

具体的提案 …▼

ルールの確認① …▼

実施の可否① …▼
できない人への配慮 …▼
けがの心配 …☆

ミッションへの不安 …▼
水たまりの心配 …▼

ミッションの中止
…☆

ミッション「ハンターを笑わせる」 …☆

定型
//

水たまりの心配② …▼

図２　第４回シークエンス構造図

記号の意味 数字 文節の番号
前の文節の文脈から踏まえた展開 //完結 …☆結論
前の文節の文脈から派生的に広がる展開 …▼オープンエンド …　打ち切り

話合いの展開

時
間
の
経
過

定型
//

確認
// 話合い：ミッションの決定

「思い出を言う」についての肯定的意見 …▼
「にらめっこ」についての肯定的意見 …▼
「どうぶつの鳴き声」についての肯定的意見 …▼
「縄跳び」についての肯定的意見 …▼
「運動場を走る」についての肯定的意見 …▼
「九九」についての肯定的意見 …▼
「ハンターを捕まえる」についての肯定的意見 …▼

「にらめっこ」についての
肯定的意見② …▼

「にらめっこ」についての
肯定的意見② …▼

決定①
…☆

「ハンターを捕まえる」についての肯定的意見② …▼
「動物の鳴き声」についての肯定的意見 …▼

「ハンターを捕まえる」についての
肯定的意見③ …▼

決定②
…☆

定型
//意見表明

…▼
「作戦 」 …▼
「作戦 」 //

「作戦 」②
…▼

「作戦 」 …▼ 「作戦 」の①②
どっち …▼「作戦 」 …▼

「作戦 」①決定
//

作戦の確認 …▼

祭りの議論
//

作戦決定
…☆

定型
//

定型
//

定型
//話合い：作戦の決定

図３　第７回シークエンス構造図
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心して発言することができるようになり発言内容が多様化し
ていったと言える。また，友達や学級全体を意識した発言や
折り合う発言が増え，多様な方法で合意形成が行われるよう
になっていたと考えられる。これらのことから，本研究にお
ける「話合い活動」は，児童の発言数が増えると共に，シー
クエンス構造が複雑化していき，少数意見に配慮しながらみ

んなの意見に折り合いをつけて合意形成を目指す話合いへと
変容したと言えよう。
　このように「話合い活動」初期段階における合意形成のプ
ロセスの変容を示すことができたことは，これから「話合い
活動」を行おうと考えている教員に対して実践的な示唆を与
えることができたと考えられる。一方，学級活動における「話
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合い活動」は，「話合い活動」自体が目的ではなく，あくま
でも児童が考えた活動を実現させるための手段である38）。本
研究における児童も，なすことにより学んだからこそ，「話
合い活動」における合意形成のプロセスが変容したとも考え
られる。そのため，「話合い活動」における合意形成のプロ
セスについては，「話合い活動」→「合意形成に基づく実践」
→「振り返り」のサイクルとの関連についても検証する必要
があったと言える。また，低学年においては，特に学級会な
どの「話合い活動」が円滑に行われるための計画や準備等を
行う計画委員会の指導が「話合い活動」を進めるにあたって
重要な位置づけを担うことが指摘されている39）。そのため，
計画委員会が行う準備等との関連も併せて検討することが必
要であった。この２点については，本研究の今後の課題とす
る。一方，筆者は，担任として本研究における「話合い活動」
を実践する中で，「話合い活動」初期段階において陥りやす
い課題が見えてきた。このことは，学級活動における「話合
い活動」初期段階の指導における重要な知見になると考えら
れる。そのため，「話合い活動」初期段階において陥りやす
い課題を克服するための指導方法については，実証研究を行
いながらあらためて提示していきたい。
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